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の 岬の 先端に 聳えて る 〔# 「聳えて る」 は 底本で は 「聾え 

てる 匕 八 角 堂の 廃屋 を 眺め、 湖の 胴体に 出て、 それ か 

ら 南岸に 上る。 ここから 丸 沼の 東岸まで、 渓流 沿いに 

急峻な 坂道 を 下る ので ある。 ここの 所 を、 俗に 八丁 滝 

と 呼ばれて いる。 旧道 程で 八 町の 距離。 渓流 は菅 沼の 

水が 丸 沼に 注ぐ もの。 戦時中 はこ こに 小さな 水力発電 

所があった。 菅 沼と 丸 沼との 水位の 差 は 三百 メ— トル 

近く ぁリ、 その 水が 僅か 八 町の 距離で 流れ 落ちる の だ 

から、 至る所に 急湍を 作り、 八丁 滝の 名が ある 所以 だ。 

菅沼 にも 丸 沼に も、 鯉 や 鮒の 類が 住み、 鱒が 放流し 

て ある。 鱒の 養殖 所 は 丸 沼の 遙か 下方にあって、 虹 鱒 



久 子の 言う ところに よると、 それらの お婆さん はみ 

な、 家庭的に 不仕 合せな ひとば かりだった。 

そのうちの 一人、 K さんと いうの は、 ちょっと 得 態 

の 知れない ひとだった。 年 は 七十に 近く、 髪 は 半白で、 

顔 中 皺 だらけ だが、 背が 高くて 頑丈そう だった。 乾物 

問屋の ワカメ 束ね だの 精米所の 麻袋 繕 い や 飯 焚き だ の 

に 働いた こと も あるそう だ。 だが、 言葉 は 丁寧で、 料 

理の 心得 も 多少あった。 

家に は、 息子 夫婦が おり、 K さんの 亭主 はぶら ぶら 

遊んで いて、 孫の 守り をしたり 手内職 をしたり して、 

晚に 一杯の 晚酌 をす るの が 楽しみ だそう だった。 にさ 



んは 煙草が 好き で、 田宮の 吸い殻まで も 貰って 吸った。 

働き かたがず るくて、 目に 見える ところ は 言われた 通 

りに 片付ける が、 見えない ところ は 手を抜いた。 何 か 

の 口実 を 設けて はよ く 休んだ。 

「嫁が、 ひどい ヒス テリ ー で ございまして、 ちょっと 

した ことに もがみが み 怒鳴り ますし、 わたくし を こき 

使う ことば かり 考えて るんで すよ。」 

K さん はそう 言 つ たが、 それが 実は 噓 だと 分 つ た。 

K さんの 家 を 知って る ひとの 話で は、 嫁さん はきれ い 

好きな きちんとした ひとで、 K さんが だらしな いもの 

だから、 い つも 小言 を 言われて るの だそう だった。 



それや これ やで、 田宫は K さんに 暇 を 出した。 

また、 N さんと いう ひと もお かしかった。 五十 ぐら 

いの 年配で、 しっかりした 人柄の よう だし、 身形 もき 

りつと していた。 これ は 泊り込みが 希望だった。 世話 

した 人の 話で は、 或る 家に 勤めて いたが、 それが 電車 

通りで、 うるさくて 夜 もろく に 眠られなかった から、 

暇 を 貰って るので、 どこか 静かな 家に 勤めたい とのこ 

と。 へんな 話 だが、 とにかく 目見えに 来て 貰った。 田 

宮は来 合せて い た久子に 応対 を 任せた。 

「よそに 出て 奉公な さると いうから に は、 なに か 事情 

もお ありで しょうし、 家の 中が 面白くない というよう 



な こと もお ありで しょうが、 こちら、 気兼ねの ない 家 

ですから、 らくな 気持ちで いて 下さいよ ご 

そんな こと を久 子が 言う と、 N さん は 顔 を 伏せて 涕 

をす すった。 それから 何かと 用 をして、 帰りぎ わに 

言った。 

「一日いて みます と、 そのお 家の 様子 はよ く 分ります _ 

わたくし でお 宜しかったら、 明後日から 参る ことに 致 

します 」 

人柄 もよ さそう だし、 目見え を 打ち切って、 来て 貰 

うこと にきめ た。 

ところが、 その 曰の 帰リ途 に、 N さん は 世話人の 家 



に 立ち寄って、 田宫 のと ころ を 断った ので ある。 猫が 

いや だとい うのだった。 

「わたし、 猫 を 見る と、 ぞ ー つと す るんで すよ。 それ 

に、 あすこの 猫、 白 無地と きて るんで しょう、 気味が 

わるくて …… ご 

N さんと は それき りに なった が、 どうも、 初めから 

終りまで 腑に 落ちな いこと だった。 

それから、 F さんと いうの はいい ひとだった。 七十 

歳ば かりの 小柄な ひとで、 忠実に よく 働いた。 顔 立 も 

ととのい、 身ぎ れいで、 モン ぺを きりつと つけて いた 

通いの 勤めだった が、 用の 多い 日 は 泊って くれた。 始 



終 こまめに 動き 廻って、 ちょっと でも 手 を あけ てるこ 

とがき らいだった。 用事が なくなる と、 自分から 進ん 

で 戸棚の 中 を 掃除したり、 食器 を 整理したり、 庭の 草 

をむ しつたり、 若い 女中に せつつ いて 衣類の 繕い 物 を 

出させた りした。 そしてよ く 病人の 世話 をした。 綾子 

も F さんに 好感 を 持って いて、 その 打明け 話に 笑い声 

を 立てた。 

F さんの 家に は、 畳職 人で ある 息子の 夫婦と、 小さ 

な 子供が 四 人いた。 F さん は 金が たまる と、 その 孫た 

ちに 物 を 買つ て やる のが 楽しみだった。 息子の 働きで 

一家の 生計 は 立って いたので、 F さんが 外に 出て 働く 



の も、 自分の 老後の 小 遣と 孫た ちへの 贈物との ため 

だった。 

「家の 嫁と きたら、 わたしに お湯 銭 を くれる のさえ 惜 

しが るんで すよ ご 

そんな こと を 言つ て F さん は 笑った。 

「それに、 言う ことが いいじゃありません か。 わたし 

がこうして 家に いるから こそ、 おば あち やん は 外に 働 

きに 行け るん じ やない か、 です つて さ。 家に いないと 

すれば、 どこに いるつ もりなん でしよう ね。 気が立つ 

てく ると、 糞つ たれ ばばあ、 とぬ かすんで すよ。 だか 

ら わたし は 言い返して やります。 い つ わたしが 糞 をた 



れた、 お前さんの 子供 こそ、 いつも 糞 を たれ 流し じ や 

*k ヽゝ o 一 

レカ 」 

F さん は 得意そう に 笑った。 開けっ放しの 朗 かな 性 

質な の だ。 けれども、 なんだか 淋しそう な 影がない こ 

ともなかった。 嫁との 喧嘩の 話 も、 F さんに とって は 

一 種の 愚痴だった のだろう。 

そのほか、 いろいろな ひとが あちこち にいた。 たい 

てい 老年の 女で、 女中と して は 住み込みよりも 通勤 を 

望んで いた。 何等かの 関係で 家庭に 繫 がりながら、 そ 

の 家庭内が 面白くなかった ので ある。 久子は 次の よう 

に 田宫へ 言った。 



はた だ 自分 だけ だ …… 。 

それ は それでよ いし、 寧ろ 当然な の だ、 と 田宮は 思つ 

た。 それにしても、 境遇に より、 家庭の 事情に よって、 

五十 を 過ぎてから、 六十 や 七十に もな つて、 よその 家 

の 女中 働きに 出なければ ならない というの は、 惨めな 

ことに 違いなかった。 K さんや N さんや F さんや、 そ 

の 他の 婆さんた ちの 姿が、 眼に 浮んだ。 

原始林の 中 を さまよっても、 そこに は 齷齪した トラ 

ブル は 少しもなかった。 伸び 茂る もの、 立ち枯れる も 

の、 他物に 絡みつ くもの、 みな 自然にそう なって いた。 

争い も 抵抗 も 見られず、 全体に 連帯 性的な 調和が あつ 



立って 死体の 始末 をし、 田宫の 親戚の 者に 先立って 葬 

儀 を 取り計らった。 だが、 その後の 一 年間が いけな 

かった。 

渦巻きと は 何で あつたか。 嫉視、 反感、 阿諛、 利 慾、 

その他 さまざまな ものが 入 交った 告げ口、 真偽 とりま 

ぜ たものに 尾鰭 を つ け 色 合 を 変えた 密告 で、 人の 世の 

最も 浅 間し い 姿だった。 久 子が 聞かされた 事柄の 概略 

を 順序不同に 列挙して みょう。 

A 女 —— 田宫 さんて ずいぶん 冷酷な かたね。 久子さ 

んは どこと いって 取り柄 はない が、 ただ 僕 を 慕って い 

て くれる から、 突っ放す の も 気の毒で、 先方から 倦き 



るまで、 まあ そっとし ておいて やって るんで す、 とそ 

んな こと を、 はっきり は 仰 言らない が、 それとなく あ 

たしに 句 わせな すった ことがあります。 邪推 を すれば、 

むしろ あたしの 方に 気が おありな さるよう にも、 取れ 

るじゃありません か。 

B 男 田宫 君に くっついて いられる と、 きっと 不 

幸な 目に 逢います よ。 彼 は 性格 的に、 ひと を 愛する こ 

と は 出来ません。 もし 愛する としても、 自分自身 をし 

か 愛し はしません。 それに、 あなたの ように、 ただ 向 

う 見ず で 一徹な だけで、 センスの 乏しい ひとは、 田宫 

君との 仲が 長続き はしません よ。 



C 女 田宫 さん はこない だ、 晴 子さん のこと をた 

いへん 誉めて いらっしゃい ましたよ。 しとやかで、 や 

さしくて、 ほんと に 女らしい ひとです つて。 あなた、 

晴 子さん にお 逢いな すった ことがあります か。 あたし 

は晴 子さん て かた 存じません けれど、 でも、 あのかた 

は ひとの 奥さんでしょう。 ひとの 奥さん を、 あんなに 

誉めて いい もので しょうか。 

D 女 —— わたくし、 ただ 一 つ 心に 咎める ことが ござ 

います。 もうだい ぶ 前の ことで、 たった 一度で したけ 

れど、 田宫 さんから キスされ ました。 その 時、 田宮さ 

んは ひどく 酔って いらっしゃいました けれど、 それで 



も わたくしの 方で は、 心に 咎めて、 長い間 悩みました。 

そして、 そのこと を あなたに お打ち明けしたら、 気が 

静まる だろうと 思いまして、 恥 をし のんで 申 上げる こ 

とに しました。 

E 女 —— 田宫 さん は、 わたし は 昔から 懇意なん です 

が、 始末の わるい ひとでし てね。 いつものら りくら り 

していて、 瓢箪鯰で、 つかまえ どころ がありません。 

こちらから 何 を 言つ て も、 すべ て 馬耳東風です からね。 

あんな ひと 相手で は、 あなた も 気骨が 折れる ことで 

しょう。 ひとつ、 尻尾 をつ かまえて、 ぎ ゆ— つと 締め 

上げて やりな さるが、 宜しいで すよ。 



F0 —— あなた は 用心な さらなければ いけませんよ。 

田 口と いう ひと を 御存じでしょう。 あの 田 口が、 言つ 

ていました。 久 子さん と田宫 さんの ことで は、 久子さ 

んの 方に、 どうも 色慾 一 一道の 気味 合いが あるよう だと。 

これ は 聞き捨て ならない じゃあ リ ません か。 それとも、 

あなたが 田宮 さんから、 なに か 品物 を 貰う とか 小 遣 を 

貰う とか、 そんな ことが 少しで もお ありな さるなら、 

話 はまた 別です が、 そうで もないでしょう。 だから、 

用心な さらなければ いけません。 

G 女 あたし は、 田宮 さんの 昔の こと を、 或ると 

ころから 聞いて、 詳しく 知って おります。 田宫 さんが 



先の 奥さんと 結婚な さる 時の ことです が、 ほんと は、 

田宫 さん は 妹さんの 方 を 愛して いらし たんです つ て。 

それが、 どうした ことか、 姉さんの 方と 結婚な すって 

しまいました。 まあ 世間に はよ く ある ことです が、 そ 

れ だけに また。 ずいぶん 俗つ ぼい 話です わ。 

H 女 久 子さん、 面白い こと を 聞かして あげ ま 

しょうか。 あなたが、 田宮 さんと この 若い 女中 を 買収 

して、 スパイ を させて ると いうんで すよ。 田宮 さんと 

こに は、 たまに 女のお 客さん も あるでしょう。 そんな 

時、 どういう 様子 か、 あなたが 女中に スパイ を させて 

るんで すって。 あたし は 勿論、 そんな こと を 信じ ませ 
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